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ミャンマー人、資格失効後も在留可能に 入管庁が特例

出入国在留管理庁は日本在留中のミャンマー人について在留資格が失効しても特例で引き続き滞在できるように
する…（日本経済新聞：５月２６日）

https://www.nikkei.com/article/DGXZQOUA269WU0W1A520C2000000/

ベトナムとマレーシアからの入国者 6日間「停留」の措置

ベトナムとマレーシアで変異ウイルスによる感染が拡大していることを受け、加藤官房長官は午後の記者会見で、
両国からの入国者に対し入国後6日間、国が確保する宿泊施設にとどめる措置をとると発表しました…（NHK
NEWS WEB：６月１日）

https://www3.nhk.or.jp/news/html/20210601/k10013062851000.html?utm_int=news-new_contents_latest_002

→

→

http://www.moj.go.jp/isa/publications/materials/10_00036.html

本国情勢を踏まえた在留ミャンマー人への緊急避難措置（５月２８日）

▶出入国在留管理庁

→

ミャンマーにおける情勢不安を理由に本邦への在留を希望するミャンマー人については，緊急避難措置として，
在留や就労を認めることとしました…

コロナ下でも、外国人介護人材は増加

強い労働力需要に加え、政府の外国人介護人材受け入れ政策が奏功（大和総研：６月１１日）

https://www.dir.co.jp/report/research/economics/japan/20210611_022333.html→
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▶株式会社グローバルトラストネットワークス 高橋恵介（特定技能推進室室長）
▶高齢者住宅経営者連絡協議会 三重野真（海外人材部会長）
▶株式会社ツクイスタッフ 佐藤博（HR開発部海外事業課担当部長）
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外国人支援のパイオニアであるグローバルトラストネットワークスの高橋さんをゲストに迎え、外国人介護人材
の受け入れの成功事例や特定技能で今後重要になっていくポイント等について語り合った。

座談会

（※以下、敬省略）

外国人介護人材の受け入れと特定技能の今後

外国人介護人材の受け入れは、成功事例の方が圧倒的に多い―――

高橋：外国人雇用の経験が無い介護施設は、特に日本語コミュニケーションに不安を持っていると思
う。しかし、そのような面でクレームがあったことはほとんど無い。真面目で積極的にコミュニケー
ションを取りに行く外国人職員の姿勢でカバーされているのではないか。記録業務に対しても不安が
多いだろう。たしかに漢字で書くことを求める施設にはハードルが高いかもしれない。しかし、タブ
レットを導入したりひらがなでも可能にするなど工夫してオペレーションを上手く回せている施設も
多い。色々心配はあるだろうが、実際に一歩踏み出して雇用してみると思ったより言語の壁は高くな
いことに気づくのではないか。費用面も、やはり海外から受け入れるということでそれなりにかかる
わけだが、特定技能は５年間雇用できるということで、費用を５年間で見ると合理的で計画的な雇用
だと考えられると思う。
三重野：先駆的に外国人雇用している介護施設の話を聞くと、いつも笑顔で一生懸命な働きぶりを見
て日本人職員が初心を思い出しモチベーションの向上につながったという話をよく聞く。また、入居
者にも親近感を持って受け入れられている。圧倒的に成功事例の方が多い。これだけ良い感触が介護
業界に広がってくると、外国人雇用が新しい常識になっていくのも時間の問題だろう。
佐藤：受け入れの成功事例が多々ある。例えば、食事介助にしても、外国人職員は雰囲気作りが上手
で入居者も食が進んだりすることも多いという話も聞く。

コロナ収束後、本格的に外国人雇用に目が向けられてくるタイミングになる―――

高橋：現在コロナ禍により元々飲食・宿泊業で働いていた人々が介護職に流れているようだが、コロ
ナ収束後は再び飲食・宿泊業に戻っていくのではないかという印象を持っている。その時こそ本格的
に外国人雇用に目が向けられるタイミングになるだろう。地方の方が働き手の不足が深刻になり海外
人材のニーズが顕著になっていくと思う。介護職の場合、給与水準は地方でそんなに低くない。都会
に比べ生活コストが低い分、仕送りできる金額も多くなる。
佐藤：少しでも多く母国の家族に仕送りをしたいという想いで外国人は来日する。給料が高いのは都
会、生活費が高いのも都会、ということでいくと、これから地方の施設での就職を希望する外国人も
どんどん増えていくと思う。

三重野：技能実習は、施設側にあらかじめ課せられているものが色々ある。外国人職員を育てなきゃ
いけないという覚悟がある施設がやっている。一方、特定技能は、安易に人材不足に対する補充のよ
うに入れることが出来てしまう。そのように安易に採用すると外国人職員も施設もお互いが不幸に
なってしまう。せっかく希望を持って一生懸命勉強して日本にやってきた外国人職員が、ろくに業務
を教えてもらえなかったり怒られてばかりで日本人職員のストレスの捌け口みたいになったりして酷
い目にあって長続きしない事態になってしまうのではないかと心配している。紹介会社などの人材を
供給する側は、施設を「教育する」というと言い過ぎかもしれないが施設をフォローするという視点
を大切にして欲しい。
高橋：外国人職員が入職した後のサポートがポイントになってくるだろう。介護施設自身でも体制を
整備することが第一だし、特定技能の場合は登録支援機関の役割も重要になっていくだろう。
佐藤：私たちがしっかりタッグを組んで、外国人職員と介護施設を安心安全に支えられる手厚いサ
ポート体制を築いていきたい。

入職後のサポートがポイントになってくる―――
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引き続き、国内の合格者数は高水準で推移している。

➢ 出入国在留管理庁：令和３年３月末の特定技能在留外国人数（２０２１年５月２５日)

介護分野の人数が、前回（令和２年１２月末）の９３９人から倍近く増加し１７０５人にまで上った。

http://www.moj.go.jp/isa/content/001348990.pdf
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